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（敬称略，50音順）

エクリズマブ治療を
総括する

発作性夜間ヘモグロビン尿症（PNH）は補体活性化による血管内溶血とそれ
に伴うヘモグロビン尿，骨髄不全，血栓症を主徴とする進行性の血液疾患 
であり，本邦では2010年に補体タンパク質C5を標的とする遺伝子組換えヒ
ト化モノクローナル抗体エクリズマブが承認された。発売から8年，製造販
売後調査の中間解析およびQOL解析の結果が報告され，血管内溶血および
血栓症，QOL等に対する有効性が示されるとともに，エクリズマブ不応例や
造血不全合併例，腎性貧血，血管外溶血，髄膜炎菌感染症などの課題も明
らかになりつつある。本座談会では専門医4名とPNH患者さん3名をお招き
し，エクリズマブ治療のこれまでとこれからについてディスカッションいただ
いた。
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PNH の患者様 ３名
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